
 

 

 

 

10,11月の様子 ～校訓「行学一致」「自主･創造」「心身の錬磨」～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉高ニュース 
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10／２  和光園清掃ボランティア活動 

 
今
日
は
扇
風
機
を
綺
麗
に
し
た
り
，
窓

ふ
き
掃
除
な
ど
し
ま
し
た
，
高
い
所
で
の

作
業
が
多
か
っ
た
の
で
大
変
で
し
た
が
，

掃
除
後
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
た
ち

が
，
笑
顔
で
「
本
当
に
あ
り
が
と
う
」，

と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
た
ち

も
，
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

毎年恒例の，本校の代名詞の活動の一つで

す。近くの養護老人ホーム「和光園」で，清掃

等のボランティア活動を行いました。家庭クラ

ブの生徒を中心に65名が参加しました。夏に活

躍した扇風機を片づけたり，窓ガラスや天井の

蛍光灯を磨いたりしました。清掃後，ミニブー

ケ（本校華道部制作）を各お部屋に飾り付け，

入所されている皆様方と交流しました。 

11／17 現代フォーラム 

東
北
地
方
ま
で
は
な
か
な
か
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
，
募
金
活
動
な
ど
の
お

手
伝
い
を
し
た
い
。
震
災
に
よ
っ
て
，
命

の
大
切
さ
と
地
震
の
怖
さ
を
知
り
ま
し

た
。
自
分
の
大
切
な
人
と
一
緒
に
い
ら
れ

る
こ
と
，
普
通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
こ
と

に
感
謝
し
て
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

「高校生が考える地域活性化 ～若者にと

って飛騨とは～ 」をテーマに，６人のパネ

リストたちが，未来に向けて希望に満ちた

提案をしてくれました。 

後半はYCKプロジェクトの中間報告がな

され，様々な分野で，生徒が地域に関わっ

ている活動の様子が語られました。 

11／２  創立記念式典 講演：佐藤信一氏 

 

私
は
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
，
卒
業
生
の
保
護
者
の

目
線
で
の
経
験
談
や
，
卒
業
生
の
皆

さ
ん
の
実
感
の
こ
も
っ
た
お
話
し

に
，
思
わ
ず
に
引
き
付
け
ら
れ
ま
し

た
。「
基
礎
」
の
重
要
性
を
改
め
て

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

今年の創立記念式典の講演は，本校の「ひま

わりプロジェクト」とかかわりの深い，宮城県

本吉郡南三陸町在住の写真家の佐藤信一氏にご

来校いただき，「あの日の絶望から，明日への

希望へ」という演題で，200枚を超える写真を

使ってお話しいただきました。貴重なお話を伺

う中で生徒も職員も，2011年3月11日の東日本

大震災（東北地方太平洋沖地震）の記憶を呼び

起こすとともに，「今できること」を再び考え

るきっかけとなりました。 

11／10  育友会「進路フォーラム」 

各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
地

域
の
活
性
化
に
つ
い
て
調
べ
た
こ

と
を
，
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て

あ
っ
て
よ
か
っ
た
。
吉
城
高
校
と

地
域
が
，
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
る
か
知
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
。

も
っ
と
活
動
し
た
い
と
思
っ
た
。 

毎年ご好評をいただいている育友会主催の

進路フォーラムを，市民文化会館小ホールで

開催しました。この春卒業した生徒の保護者

の方３名と，卒業生３名の合計６名のパネリ

ストの皆様が，司会者の巧みな問いかけに呼

応して進路での苦労話，親子の話し合い，初

めての一人暮らしの生活などについて，貴重

な体験を語ってくださいました。 



11月10日：「スピリットガーデンホール」にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットの世界は大きく現実と異なっています。 

ネットの怖さをどんどん知るべきだと思いました。 

素直に自分の思いを伝えることの大切さを学びました。 

相手の立場に立って考えることの難しさと大切さを考えさせられました。 

先を見通して行動することができるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛騨市議会議長賞：扇田柚奈（3年） 

私より愛情もらいすくすくと見上げるまでの黄色いあなた 
秀作：羽場明日華（1年） 
「おはよう」と毎日話した友達が「久しぶり」へと変わる初夏の日 

秀作：岩川帆乃栞（1年） 

部活動君がボールを追う姿一番輝く私の中で 
奨励賞：東田杏奈（1年） 

梅雨時の道端に咲く紫陽花が陽の光受け輝いている 
奨励賞：山中紗果（1年） 

花落ちて緑の色が顔を出す気づかぬ内に時流れゆく 
奨励賞：宇津宮竜馬（１年） 

きみの声呼ばれて振り向くその先にきみの笑顔はコスモスのよう 
奨励賞：梶井春那（３年） 

きらきらとまぶしい君は道照らす太陽よりも輝いている 

 

 飛騨市短歌大会 【国語科】 

創立記念講演会終了後に，講師の

南三陸の写真家の佐藤信一さんと共

に，写真部とキャリア推進部が学校

の花壇で育ててきたヒマワリの種を

風船につけて飛ばす予定でしたが，

当日は悪天候のため断念しました。

そこで，この日にあらためて全校生

徒が見守る中で，多くの生徒の皆さ

んの手から風船が放たれました。 

 

11／25 YCKひまわりプロジェクト「バルーンリリース」 
後
日
，
栃
木
県
の
小
学
５
年
生
の
女

の
子
か
ら
風
船
到
着
の
連
絡
を
い
た
だ

き
ま
し
た
！ 

続
け
て
，
長
野
県
か
ら

も
来
ま
し
た
！ 

こ
の
風
船
に
は
，「
み

な
さ
ん
も
被
災
地
の
痛
み
を
忘
れ
ず
，

日
本
中
で
大
き
な
ひ
ま
わ
り
を
咲
か
せ

ま
し
ょ
う
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
，
ひ

ま
わ
り
の
種
に
添
え
て
あ
り
ま
す
。 

芸術鑑賞「ラリー ぼくが言わずにいたこと」東京演劇アンサンブル 



 


